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幼児・児童の抑制的教示行為
―向社会的行動としての「教えない」行動の発達―

島 義弘（鹿児島大学）
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目 的

教示行為とは「他者の知識を増やそうとする意

図的な行為」（Frye & Ziv, 2005）である。人は生来

的に向社会的存在であり（Warneken & Tomasello, 
2006），1 歳代の幼児でも指差しを通して他者が知

らないことを教えたり，誤った行動を修正したり

するような行動が観察されている（赤木，2004; 岸
本，2011）。

ところで，赤木（2008）は乳幼児期に既に観察

されるような，他者の行為に直接的に介入する行

為を「積極的教示行為」と呼び，他者の行為に介

入しないことで他者の知識や技能の向上を促す教

え方を「抑制的教示行為」と定義した。抑制的教

示は行動レベルでは何もしていないが，その行為

の背景に向社会的な動機を認めることができるた

めに向社会的行動であると考えられる。抑制的教

示についての研究は少ないが，児童期後半には可

能になること（赤木，2008），1 人でできるように

なりたい等の欲求が明示されれば幼児期後半から

可能になること（赤木，2006; 小川，2010，2011）
等が示されている。

本研究では，幼児，児童を対象として，抑制的

教示の発達を検討することを目的とする。特に，

行為者の欲求が明示された場合と明示されなかっ

た場合で教示行為にどのような差が生じるのかを

検討する。

方 法

実験参加者 A 県内の幼稚園に通う幼児 66 名（年

中児 33 名，年長児 33 名）と児童 197 名（2 年生

67 名，4 年生 68 名，6 年生 62 名）を対象とした。

対象者は全員，入学（園）時に研究参加について

保護者の代諾が得られている。また，所属長と担

任に説明の上，研究実施の許可を得た。実施に当

たっては当人の意思を尊重し，児童には参加辞退

の権利についても口頭で説明した。

抑制的教示課題 主人公が折り紙（パズル）をし

ており，少しずつできるようになっているという

内容のストーリーを，幼児には紙芝居形式で，児

童には質問紙形式で呈示した。この際，心的状態

有群には「1 人でできるようになりたいと思って

いる」という主人公の欲求を明示した。その後，

主人公に対して参加者が取る行動について選択肢

を呈示して回答を求めた。選択肢は「主人公にや

り方を教える」「主人公にやり方を教えないで見て

いる」の 2 つとし，選択後に理由も尋ねた。

結果と考察

心的状態の有無と主人公に対する行動の選択の

連関について，幼児の結果を Table 1 に，児童の結

果を Table 2 に示した。

学年別に 2 項検定を行ったところ，幼児は「教

える」の選択が多く（ps < .09），2 年生は選択の偏

りがなく（p = .46），4・6 年生は「教えない」の

選択が多かった（ps < .03）。続いて，心的状態の

有無によって主人公に対する行動が異なるかを検

討するために学年別に Fisher の正確確率検定を行

った。その結果，2 年生で心的状態が明示された

場合に「教えない」が選択される傾向が認められ

たが（p = .09），他の学年には有意な偏りは認めら

れなかった（ps > .19）。
以上のことから，幼児期の向社会的行動は直接

的な行動として表現されるものであり，心的状態

という手がかりの有無に関わらず，幼児では抑制

的教示は難しく，児童期の半ば以降に「教えない」

という教え方ができるようになることが示された。

教える 教えない 計

年中児

心的状態有 12 5 17
心的状態無 10 6 16

計 22 11 33

年長児

心的状態有 17 0 17
心的状態無 14 2 16

計 31 2 33

Table 1. 抑制的教示課題の回答（人）：幼児

教える 教えない 計

2年生
心的状態有 15 19 34
心的状態無 22 11 33

計 37 30 67
4年生
心的状態有 9 24 33
心的状態無 14 21 35

計 23 45 68
6年生
心的状態有 14 18 32
心的状態無 8 22 30

計 22 40 62

Table 2. 抑制的教示課題の回答（人）：児童
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幼児における他者の心の理解と親の共感性との関連

○野嵜茉莉（弘前大学） 齋藤慈子（上智大学）
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背景と目的

幼児において，共感性と他者理解の力に関連が

あることは多くの先行研究で示されてきた (e.g. 
Findlay et al., 2006) 。また，親が子ども自身の

心的状態に注目させるような声掛けを多くするほ

ど，子どもの他者理解の力が高まる(Dunn et al., 
1991)。そこで，本研究では，親自身の共感性が，

幼児の他者の心を理解する力とどのように関連す

るかについて検討した。 
方 法

参加者 3～5 歳の幼児 57 名(男児 27 名，女児 30
名; 平均年齢 = 4.37, SD = .90) 及びその親が参

加した。

子どもの課題 他者の偽りの感情推測課題

課題の手続き・内容・採点方法は溝川(2007) に従

った。偽りの悲しみ表出場面 4 課題，偽りの喜び

表出場面 4 課題を実施した。偽りの感情理解 0-8
点，他者信念理解 0-8 点で得点化した。 

心の理論課題 TOM 心の理論課題検査(サク

セス・ベル株式会社) の中から，3 つの一時的誤信

念課題を実施した。各課題について，すべての質

問に正答した場合に 1 点，１つでも誤答があった

場合を 0 点とし，0-3 点で得点化した。

親の質問紙調査 情動的共感 日本語版情動

的共感性尺度 (Mehrabian & Epstein, 1972; 加
藤・高木, 1980; 7 件法) を使用した。感情的暖か

さ，感情的冷淡さ，感情的被影響性の 3 下位尺度

から構成される。 
 

 
 
 
 

多次元共感 日本語版多次元共感測定尺度 
(Davis, 1983; 桜井, 1988; 4 件法) を使用した。

視点取得，共感的配慮，空想，個人的苦悩の 4 下

位尺度から構成される。 
分析には，各下位尺度の合計得点を用いた。 

結 果

他者の心を理解する力の発達 子どもの課題の得

点について，子どもの年齢との相関分析を行っ

た。その結果，年齢との間に有意な正の相関が見

られた(Table 1) 。 
次に，年齢を統制した残差を算出し，課題間の

残差得点について相関分析を行った。その結果，

他者の偽りの感情推測課題の得点と心の理論課題

得点との間には，有意な正の相関が見られなかっ

た(Table 2) 。 
幼児における他者の心を理解する力と親の共感性

との関連 子どもの課題の残差得点と親の共感性

の各下位尺度との相関分析を行った。その結果，

いずれにおいても有意な相関は見られなかった

(Table 3) 。
考 察

幼児における他者の心を理解する力と親の共感

性との間には関連は見られなかった。また，偽り

の感情の表出や理解には心の理論が必要とされる

林 が，本研究では，子どもの つの課題

の得点間に関連がなかった。

本研究から，幼児における他者の心を理解する

力の発達に親の共感性は直接的に影響しないこと

が示唆された。ただし，本研究の参加者には一次

的誤信念の理解が未発達な 歳児も多く含まれて

おり，参加者の年齢を区切るなどして再分析する

ことで，異なる結果が得られる可能性はある。

他者の心を理解する力と年齢の相関

 相関係数 (r) 
1. 偽りの感情理解 .58*** 
2. 他者信念理解 .54*** 
3. 心の理論 .70*** 

注) ***; p < .001

他者の心を理解する力の

課題間の相関

相関係数 (r) 1 2
1. 偽りの感情理解 -
2. 他者信念理解 .73*** -
3. 心の理論 .15 .21

注) 年齢を統制した残差得点を利用
***; p < .001

子どもの他者の心を理解する力と親の共感性との相関

相関係数 (r) 偽りの

感情理解

他者信念理

解
心の理論

情動的

共感

感情的温かさ .08 -.03 -.05
感情的冷淡さ .23 .27 -.07
感情的被影響性 -.07 -.07 .10

多次元

共感

視点取得 .11 -.04 .03
共感的配慮 .01 -.01 .10
空想 -.01 -.08 -.09
個人的苦悩 .18 .07 -.09

注) 感情的冷淡さは得点が高いほど共感性が低くなる
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